
　本
年
４
月
か
ら
新
た
に
「
教
育

コ
ー
ス
」
が
設
置
さ
れ
た
福
島
県
立

磐
城
桜
が
丘
高
校
。

　普
通
科
の
特
色
化
・
魅
力
化
に
伴

い
、
教
員
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
に

関
わ
る
職
業
へ
の
理
解
や
使
命
感
を

醸
成
し
、
教
員
養
成
学
部
な
ど
へ
の

進
学
に
向
け
た
学
習
指
導
お
よ
び
進

路
指
導
の
充
実
化
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　８
月
21
日
に
市
体
験
型
経
済
教
育

施
設
エ
リ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
市
総

合
教
育
会
議
」。
同
校
の
教
育
コ
ー

ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
生
徒

８
人
が
傍
聴
し
、
本
市
が
取
り
組
む

学
力
向
上
策
や
教
育
政
策
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　会
議
終
了
後
は
、
内
田
市
長
と
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
教
員
を
目
指

し
て
い
る
き
っ
か
け
な
ど
、
教
育
へ

の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　も
と
も
と
教
員
志
望
で
中
学
校
と

高
校
の
教
員
免
許
を
持
つ
内
田
市
長
。

自
身
が
教
員
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

や
そ
の
中
で
経
験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、
教
員
を
志
す

生
徒
た
ち
へ
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
席
し
た
教
育
委
員
や
服

部
教
育
長
か
ら
も
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
送
ら
れ
、
緊
張
気
味
だ
っ
た
生
徒

た
ち
も
終
了
後
は
、
教
員
へ
の
夢
に

向
け
、
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
き
ま
し
た
。

　本
市
の
子
ど
も
の
学
力
は
、

全
国
調
査
に
よ
れ
ば
、
算
数
・

数
学
や
英
語
が
、
全
国
平
均

よ
り
低
く
、
学
年
が
上
が
る

ほ
ど
厳
し
く
な
る
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ

く
ま
で
全
体
傾
向
で
す
の
で
、

学
校
、
学
級
ご
と
に
課
題
を

把
握
す
る
た
め
「
学
校
カ
ル

テ
」
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
で
か
ゆ
い
と
こ
ろ
ま
で

手
が
届
く
よ
う
、
授
業
お
よ

び
研
修
の
充
実
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　こ
の
４
月
、
磐
城
桜
が
丘

高
校
に
「
教
育
コ
ー
ス
」
が

設
け
ら
れ
、
教
師
を
志
す
生

徒
が
実
践
的
な
学
び
を
重
ね

て
い
ま
す
。
私
も
同
コ
ー
ス

の
生
徒
た
ち
と
じ
っ
く
り
対

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
未
来
」

を
感
じ
ま
し
た
。

　教
師
の
卵
、
そ
し
て
、
若

手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
教
師
ま
で
、

そ
の
情
熱
と
実
践
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
！

市長からありがたいアイ
デアをいただき、自分の
夢を肯定された気持ちに
なり自信が持てました。

いわき市の教育の課題に
ついて、自分も解決策を
見つけ、教員になったと
きに実行できるようにし
たいです。

市長が生徒一人一人に夢とそ
のきっかけを聞いて、アドバ
イスも丁寧にしてくださり、
これから夢へ向かって勉強し
ていく過程での励みにしたい
と思いました。
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番外編 磐城桜が丘高校 × 市長

全
国
の
学
力
調
査

を
踏
ま
え

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

生徒たちの声
内田市長内田市長
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早川　拓馬さん早川　拓馬さん 住谷　彩花さん住谷　彩花さん 村井　遥海さん村井　遥海さん 岡澤　芽波さん岡澤　芽波さん

山田　祐美さん山田　祐美さん

安藤　彩奈さん安藤　彩奈さん

　８月号から始まった教育に関するシリーズ企画「『生きる力』を教育から」。今回は「知る」と題して、
いわき市の学力の特徴について取り上げます。

　上のグラフのように、本年度は、特に小学校は算数、中学校は数学、
英語に課題が見られました。
　これは、 あくまで平均値から見える課題です。それぞれの学校の特
徴（強みや課題）、更には、児童生徒一人一人の特徴を丁寧に分析・把
握して強みを伸ばし、課題を克服していくことを大切にしていきます。

　毎日、同じくらいの時刻に寝ている児童生徒ほど、各教科の平均正答率が高い
傾向が見られ、特に小学校で顕著になっています。

　学力調査の結果から、児童生徒の起床時刻、就寝時刻等の生活習慣や家庭
での計画的な勉強などの学習習慣と、教科の平均正答率には関係が見られる
ことが分かりました。学力向上に向け、学校・家庭・地域が連携しながら取
り組みを進めていきます。

※１　文部科学省が全国的に子どもたちの学力状況を把握するために、小学６年生、中学３年生を対象として実施している学力調査。
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シリーズ企画　「生きる力」を教育から Vol.2　「知る」

令和５年度の全国学力・学習状況調査（学力調査）※１の平均正答率

設問：毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか
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中学校

し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
し
て
い
る

あ
ま
り
し
て
い
な
い

全
く
し
て
い
な
い

学力調査の児童生徒質問紙調査から見えたこと
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